
体育学習研究部会   研究報告

1.日時    １８年度 １０月１１日（水）

2.会場    横浜商業高校

3.出席者   細井・松本（戸塚）、西山（横総）、川内（Y校）、伊藤（戸定）、川田（みなと）
近内・富澤（桜丘）、岸田（金沢）

4.欠席者   川辺（東）、市原（みなと）、山下（南）

5.研究内容

・種目担当者ごとに、各種目における「つまづき・原因・解決策」の研究内容を報告。

○ ハンドボール

（パス・キャッチ）…ボールに対して恐怖心を持っている生徒、キャッチが出来ない生徒、球技経

験の少ない生徒について

（シュート）…ジャンプシュートが出来ない生徒、体が開いた状態でシュートを打ってしまう生徒

について

（ゲーム）…ボールに対し団子状態になる、ボールを保持していても DFがくると何をしていいか
わからなくなる生徒について

○ バスケ

・ドリブル時の視野の広げ方、ゲーム中に２人以上でプレーを行わせるためには、団子状態の解消

法について

○ バレー

・フローターサーブが打てない・届かない生徒、ボールが怖くて腰が引けてしまう・落下地点が分

からず対応できない生徒、ラリーの多い試合をするためには、について

○ 野球

（捕る）…ゴロやフライに対してボールから逃げてしまう、ゴロに対して前に出てとることが出来

ない、フライが捕れない生徒について

（打つ）…バットを振ることが出来ない、バットがボールに当たらない、ボールに当てることはで

きるが飛ばない生徒について

（投げる）…遠くまでボールを投げることが出来ない、捕球してからすぐに投げることができない

生徒について

○ テニス

・身体を横にしてスイングができない、腰を回転できないのでオーバーする、ストロークが飛びす

ぎてしまう、バックハンドが出来ない、サーブのトスが上手く上げられない生徒について

以上の内容を具体的・段階的に考察を進めたが、種目ごとに研究対象としてあげた生徒の基

準に多少の広がりがでてしまった為、「運動経験の少ない生徒に対して・つまずきの多い内容

について」に焦点を絞り、再度研究を重ねることを確認した。

※ 次回までの宿題

・ 出来る範囲で（無理のない程度で）実践の練習方法を画像に撮って持ってくる。

・ 資料（イラスト入り）をフロッピーかUSBに入れて持ってくる。

6.次回日程
  日時： 11月 27日（月） 14：30～
  場所： 横浜市立戸塚高等学校               

文責  岸田（金沢）


